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大樹高校便り
【令和５年度の指導上の重点目標】
１ 「共生」と「共創」の実現を目指
し、地域と協働した学校づくりを推
進する。
２ 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえ
た教育活動により、自ら考え、主体
的に取り組む生徒の育成に努める。

北海道大樹高等学校
〒089-2155 広尾郡大樹町１番地 HPのQRコード→
℡01558-6-2063、6-2868
ホームページ http://www.taiki.hokkaido-c.ed.jp

災害と食事について学習しました
９月は、防災について日々の生活を点検する月です。関東大震災から１００年、胆振
東部地震から５年が過ぎました。辛く悲しい大災害の教訓を生かして、備える必要があ
ります。
そこで、３年生選択科目「フードデザイン」では、災害と食事について学習します。

日頃からどのような備えが必要かを学び、最も大切なのは使い慣れておく、食べ慣れて
おくことですので、災害時を想定した調理実習を行います。今回は、カセットコンロと
ポリ袋でできるメニュー「親子丼・みそ汁」を作りました。常備食材からとても簡単に、
しかも美味しくできる料理に、生徒達は大きく関心を寄せていました。「とても大切な勉
強だ！」と、１人暮らしを数ヶ月後に控えた３年生は、学習内容を自分事として捉え、
多くを学んでいたようです。

体験型進路ガイダンスを実施しました
９月７日、１・２学年を対象に、大樹町生涯学習センターにて「体験型進路ガイダン
ス」を実施しました。
およそ30の各種専門学校を招き、ブースに分かれて仕事に関する説明を聞き、体験す

る機会となりました。時間の関係で生徒１人につき２つのブースしかまわることができ
ませんでしたが、それぞれ積極的にメモを取ったり、実習に集中したりしている姿が印
象的でした。今回感じたことや学んだことを、今後進路を考える際のよい材料にしてほ
しいと思います。




